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学校長より 

In this issue... 

 
DATES TO REMEMBER 

 
 
 
 
 

 
June 2015 
8 (G6-G11) Mathematics and 
science day 
9 (G5) Promotion ceremony 
(*Evening) 
10 (G5-G11) Peer student-led 
conferences 
10 (S) Secondary awards assembly 
10 (G10) Promotion ceremony 
10 (K1-G11) Semester 2 reports 
issued 
10 (W) Last day of school for 
students (Half day for students) 
11-26 Office open 
15-26 Summer day camp 
29-Jul 24 Office closed 
 

July 2015 
27-Aug 7 Summer academic 
program 
 

August 2015 
13 (K1/K2/K3) Parent welcome 
night 
17 (W) First day of school for all 
students 
17 (G6-G10) Mathematics 
diagnostic testing 
18 (G1-G5) Mathematics diagnostic 
testing 
19 (G1-G5) Parent welcome night 
20 (G1-G5) English diagnostic 
testing 
21 (G6-G12) Parent welcome night 

03...5年生がMYPへの転換準備中 

04...1年を通しての探求 

05...KIPSでの一年目を振り返って 

07...有料ｱｶﾃﾞﾐｯｸｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

09...Habitat for Humanity 

10...スペリング･ビーで学んだこと 

11...9年生キャンプ 

12...World Scholar’s Cup 
17...Across the Vast Stories... 

21...K3 Reading Rascalsクラブ 

26...卒業生大学合格実績 

29...Family Day 2015 
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KISTでの、またも素晴らしい一年！ 

 

また、一年の終わりが目の前にある今、来年度を迎える前に今年度の成果について

振り返ってみたいと思います。今年も本校にとってすばらしい一年と鳴りましたことを

皆様にお礼申し上げます。 

 

私たちの、最も記憶に新しく、また誇らしい成果は2015年度の卒業生です。今年は

29名がディプロマプログラムを終了し、第3次教育へと新たに羽ばたいていきます。

KISTを代表し、卒業生のご家族すべてにお祝い申し上げます。ご家族皆さんにとっ

ての新たな教育への幸せな旅立ちを心からお祈り申し上げます。KISTはいつもここ

にあり、卒業後の皆さんの体験をお聞きするのを楽しみにしていることどうぞ覚えて

いてください。 

 

生徒の数学力サポートに関する取り組みは継続しており、すばらしい成果を達成し

ています。学校が導入した数学力診断テストにおいて、より多くの生徒が期待値を達

成しているだけでなく、外部の統一テストにおいてもKIST生は非常に高い得点を達

成しています。今年度は10年生全員がPSAT試験を受験し、そのうち80%近くが試

験の数学セクションにおいて70%以上を達成し、更にそのうちの35%が90%以上の

正解率を達成したことを大変嬉しく思っております。また、6-9年生は2月にISAを受

験しました。この試験の結果は学年末の成績表とともにご家庭にお渡しいたします

が、こちらにおいても数学部門の成績は非常に良好でした。全ての学年において

KIST生の数学部門における平均点は本テスト受験者の世界平均を大きく上回って

おりました。導入後たった2年で数学に関する取り組みは生徒の成績に顕著な結果

を与えるに至りました。KISTではこれからも数学への取り組みを継続し、この分野に

おける生徒の更なる学力向上を目指してまいります。この取り組みの成功は学校コ

ミュニティの皆様のご協力によるものです。皆様のご協力に深く感謝いたします。ま

た、私たちの誇りである生徒達にも心からの感謝を送ります。 
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参加することが出来るようになりました。キャンプの準備だ

けでなく引率を行ってくれる先生方にも感謝します。また、

これらの校外活動において立派に学校を代表してくれる生

徒達にも感謝の気持ちでいっぱいです。また多くの参加希

望者がいらっしゃいましたので、外部業者による土曜のコ

ンピュータプログラミング講座を開講することができました。

来年度もこのようなワークショップを年2回実施する予定で

おります。今年度の成功体験をもとに、エレメンタリーの生

徒を対象に外部業者による月曜の短期コーディングワーク

ショップをさらに拡充する予定です。 

 

また、昨年度の顕著な成果として日本橋浜町に新規開校し

たプリスクールKIPSがあります。KISTの行事にKIPSの生

徒達が参加し、KISTコミュニティと経験を共有することはす

ばらしいことだと感じております。私たちの姉妹校の更なる

成功を楽しみにしております。 

 

2014－2015年度の成果をこの限られた紙面で全てお伝え

することはできません。ですが、こちらでお伝えした一部の

内容によって其々がさらなる振り返りを行うきっかけとな

り、昨年コミュニティとして達成できたことにさらなる強い誇

りを持つことができればよいと望んでいます。また同時に、

KISTの成功に貢献してくださった全ての方々についてふれ

ることもできません。この一年、KISTに貢献、ご協力してく

ださったすべての皆様に大きな感謝をささげます！今年は

本当に学校にとって素晴らしい一年でした。 

 

また、最後にもう一つだけ特別なお礼の言葉を述べさせて

ください。保護者・生徒・学校の強い信頼関係は生徒が能

力を発揮、教室での成功、に不可欠である一方、学校のコ

ンサート、課外活動、放課後の個人指導から請求書の発

行にいたるまでKISTとKIPSでの全ての活動にはKIST及

びKIPSスタッフの努力と貢献なしには始まりません。KIST

およびKIPSコミュニティ全てを代表し、KIST/KIPSのスタッ

フ全員に、日ごろの貢献、努力、熱意、生徒と学校へのサ

ポートに対するお礼を伝えさせてください。あなた方と共に

学び、働くには最高の喜びです。あなた方が、これまでの

働きに値する素晴らしい夏を過ごされることを望んでいま

す！ 

 

休暇を前にして、皆様が安全でのんびりできる、家族やご

友人との最高の時を過ごされますようお祈りいたします。

サマースクール安価者の皆さん

には7月に、そして2015年8月17

日には全員と学校でまた会える

ことを楽しみにしています！ 

 

Jeffrey Jones 

Head of School 

また昨年は数学に続き、英語で同じ取り組みを開始いたし

ました。昨年度末にエレメンタリー及びセカンダリーの生徒

は、英語における取り組みのためのデータ収集のために、

英国のKey Stage診断テストのリーディングを受験いたしま

した。今年は英語においてより良く生徒をサポートし、成功

に導くためのデータ収集を目的として、エレメンタリー・セカ

ンダリーの生徒は、Key Stage 診断テストのリーディングと

ライティングを受験します。さらに、LEAPの英語サポートプ

ログラムに加え、サマースクールでの英語サポートを拡大

し、セカンダリーでは来学年度からアカデミックライティング

は追加サポートを必要とする生徒のために、授業時間に組

み込まれた形で提供されます。生徒を成功に導くための英

語に関する取り組みへの皆様のご支援ご協力をお願いい

たします。 

 

秋にはCISの認可のためにCouncil of International 

Schools (CIS) の代表者の方々をお迎えいたしました。訪

問チームはKISTの認可に関して本校の様々な関係者との

面談を行いました。また、関係者の皆様のご協力のおかげ

でKISTは2015年度の1月にCIS候補校としての地位を取

得し、2016年の11月に再び認可審査チームをお迎えいた

します。それまでの間、KISTスタッフはCISのself-study過

程に熱心に取り組んでおり、KISTがCISの評価基準に沿っ

ているかを判断するための更なるデータ収集のために何名

かの保護者の方にご協力をお願いする事があるかもしれ

ません。皆様にはCIS認可のためにご協力いただきありが

とうございます。本人かを取得することにより、KISTの世界

的な評価が高まり、ひいてはKISTの卒業生により多くの機

会を提供することに繋がると考えております。 

 

コミュニティ皆様のご支援ご協力のおかげでKISTは毎年

様々な分野で成長を遂げております。今年度、PTAは学校

行事のサポートだけでなく、独自の活動も数多く実施いたし

ました。非常に多くの時間を費やし、PTA及び学校活動を

支えてくださいましたPTA役員及び委員会長の皆様に感謝

いたします。KISTコミュニティの精神と真価は今年度の

KISTivalの記録的参加者4000名と、8,000,000円の売り上

げが示していると思います。また、今年度のNew Year’s 

party には公式の相撲の呼び出しさんにもご参加いただ

き、これまでで一番多い力士の皆様にもご参加いただけま

した。KIST は毎年力士の皆様のご参加を調整くださってお

ります坂本家の皆様のご好意に大きな感謝を奉げます。力

士の皆様意外にも多くの保護者の皆様がお餅の準備をお

手伝いくださいました。皆様のご協力のおかげで生徒達（と

スタッフ）にとって本当に活きた異文化体験の一日となりま

した。皆様本当にありがとうございました! 

 

多くの課外活動を提供するとともに、KISTでは今年度学校

行事にキャンプを再導入できたことを嬉しく思います。5・7・

9・11年生はクラスでの経験を更に深めるためのキャンプに
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優しく平和に 
人をからかうことや、いじめについて話しましょう。いいえ、
それよりもっといいこと、それらについて話さずに、お互いを
気遣うことについて話しましょう。そうです、学校コミュニティ
の全員のことを思いやり、気遣いましょう!見たくないことに
着目するのではなく、何が見たいかについて考えましょう。
私たちは学校コミュニティ全員、生徒、保護者、教員がお互
い思いやるところが見たいのです。 
 
5月に、私たちは幸運にもMr Kazu Haga をKISTにお迎え
し、2年生から5年生までに講演をして頂く機会を得ることが
出来ました。Mr Haga はカリフォルニアのオークランドにあ
る East Point Peace Academy の創設者です。彼の組
織ではトレーニングや教育、非暴力、紛争調停による平和
的な文化の実現を目指しています。 
 
講演中、Mr Hagaは個人がいじめ、またはそれに類した行

為を行ってしまう背景的要素につ
いてお話してくださいました。それ
によると、不幸であると、人はな
かなか他者に優しくはできないよ
うです。専門家によると、子供に
よるいじめは学校や家庭でのスト
レスのために不満や不安を抱え
ている個人が行う可能性が高い
そうです。2004年から2009年ま
でに行われたいじめの研究で、
「誰かがいじめられているのを見

た時に止めに入りますか」と聞かれた調査対象のうち、日
本人の5年生から8年生 (中学2年) は殆どが止めに入らな
い（介入しない・無視をする）という結果が出ています。 
 
私は、一度いじめとは何かを認識できれば、お互いをより助
け合うことが出来ると確信しています。「いじめとは何か」と
いうことをより理解するために制作したこちらPlease 

watch this videoをご覧になり、お子さんと是非話し合わ

れてください。子供たちの中に他者に対する思いやりの
心を育てることは親としての義務です。Mr.Hagaが講演

でおっしゃていたように、お互いを思いやることはいじめを
減らす一番の方法です。Mr Bradley と私がよく言っている
ように、人類が覚えておくべき最も重要な言葉は「優しく!」な
のです。 
 
Kevin Yoshihara 
Elementary School Principal 
 
Sugimori, S. (2012, December 3). Anatomy of Japanese bullying（日
本のいじめ解剖）。2015年5月19日以下より検索： http://
www.nippon.com/en/currents/d00054/ 

年度末が近づく中、5年生50名は来年度の中等部への

進学準備をはじめています。ここ数週間、5年生と担任

教師はセカンダリーで必要となるスキルの見直しを行っ

ています。 

 

5年の生徒達は来年度の学習について知るために6年

生を訪問する機会を得ました。それぞれの生徒は教室

に戻り、6年生から学んだことをクラスメートと共有しま

す。 

 

個々のクラス訪問に加え、生徒達はMYPコーディネー

ターのMr WhiteとのMYPオリエンテーションにも参加し

ました。このセッションでは現在の6年生から、実際にど

のようにMYPへの転換をしていったかについて経験談

を聞くこともできました。 

 

転換のためのセッションの最後に、5年生は6年生と昼

食を共にし、一対一で彼らの経験について質問をするこ

とが出来ました。 

5年生がMYPへの転換準備中 
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6年生のセミナーリーダー（白いシャツ着用）が6年生下の

転換の際に想定される問題について話してくれました。 

5年生が6年生の美術の授業で静物画に挑戦しました。 

http://eastpointpeace.org/
http://vimeopro.com/kist/videos/video/124386393
http://vimeopro.com/kist/videos/video/124386393
http://www.nippon.com/en/currents/d00054/
http://www.nippon.com/en/currents/d00054/
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今学年度もあと数日で終わりとなる今、保護者の皆様も、

生徒の皆さんも夏休みの計画を立てるのに忙しいことと思

います。生徒の皆さんは異国情緒漂う場所で泳いだり、山

登りをしたり、家でごろごろしながらネットサーフィンをするこ

とを夢見ているのではないでしょうか。それに対して、保護

者の皆様は、より学問的な方向性での計画を立てられてい

るのではないでしょうか。保護者の皆様がしばしば直面す

る問題の一つに、学年度中に生徒達が努力し、達成したレ

ベルの維持があります。多くの場合、各ご家庭では、伝統

的なカリキュラムとのギャップを埋めるために昔の教科書

や、インターネット教材をつかったり、プロの家庭教師をお

願いしたりするかとおもいます。出来ることは数多くありま

すが、お忙しいご家族にとっては資料も、場所も、機会もあ

まりに少ないのではないでしょうか。 

 

IBカリキュラムは探求を通して子供たちに必要で、且つ実

生活に関連付けた学習経験を提供するように作られていま

す。多くの方が、IB教育を家庭で継続して行うことは難しい

と考えられるかもしれません。しかし、IB教育は質問とリ

サーチ、実験と行ったことへの振り返りを基に形作られてい

ます。KISTの教員たちは、この一年間で6つの超教科的学

習テーマにおいて、数々の新しい発見や関連するテーマに

めぐり合ってきました。 

これらのテーマは各々が一年間を通して学べるだけの深さ

と豊かさを有しており、学校での授業だけではカバーしきれ

ないものです。IBでは生徒達がそのその想像力の許す限

り、深く・広い調査・探求を行うことを奨励しています。IBカリ

一年を通しての探求 
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キュラムにはいわゆる「行動」、学んだ知識を実生活に当て

はめ、問題解決に繋げる、という要素があります。この要素

は主に時間的な制限のため、教員が十分な時間を掛け切

れず次の単元に進まざるを得ないでいる部分です。 

 

保護者の皆様には是非お子様の学習に関わって頂きたい

と思っております。探求単元とその内容はすでにお子様の

成績表、ポートフォリオ、そして記憶に刻まれています。こ

れらを基にお子様が学ばれている内容についてコミュニ

ケーションをとって頂きたく思います。すでに学習した内容

をお子様と復習され、どのようにお子様の知識を行動に移

せるか、また世界をより深く理解するのに役立てることが出

来るかご一緒に考えて頂きたいと考えております。夏休み

中の学習に関する

解決策はお子様の

机の上にあるのか

もしれません。 
 
Clay Bradley 
PYP Coordinator 

5月27日にAGMが行われました。毎年、AGMの出席率は芳しくないのですが、今年は役

員選挙をオンライン投票で済ませたことも一因なのか、参加者がとても少なく残念でした。

来年以降、多くの保護者の皆さんに出席していただけるよう、改めてご協力をお願いしま

す。 

 

また、5月29日のG12の卒業式において、PTAから卒業生へ記念品を贈呈しました。 

例年は生花のコサージュでしたが、今年は事前にアンケートを実施して、写真フレームを

贈りました。(右の写真) 余白に同級生や先生のサインを書いてもらって、学校生活の思

い出として欲しいと思っています。今回、K2のKojikaファミリーに協賛をしていただきまし

た、ここに感謝申し上げます。  

 

最後に、今年も一年間、PTAへのご理解・ご協力、有難うございました。来年もよろしくお願

いします。  

PTAニュース 

興味や関心を示すことは、実り多い探求に導く、一種の脳内

信号としての役割を果たす。 



KIPSでの一年目を振り返って 

時が過ぎるのは早いものです。KIPS

は一からのスタートをし、素晴らしい

学校へと成長を遂げました。全ての

教員やスタッフは新しい学校の確立

のために、協力し、貢献してきまし

た。私は今でもオリエンテーションの

日にこれからの大きな挑戦に向けて

多くの心配や質問を抱えていた事を

覚えています。しかし、KIPSの皆は

共に働き、貢献することで学校の全

ての分野で高いレベルを維持するこ

とができました。 

 

スタッフメンバーはそれぞれの専門性

や意見を活かして幅広く、楽しい活動

を提供することに貢献しました。Ms 

Amber は「トリック・オア・トリート」、

ゲーム、フェイスペインティングなどの

ハロウィーンパーティを企画しまし

た。私はK2のクリスマスパーティを企

画し、生徒がクリスマスの図画、工作

や飾りを作り、家に持ち帰ることが出

来るようにいくつかのステーションを

提供しました。また、K2ではお花見

パーティを企画し、全てのクラスが参

加し、何かを提供することが求められ

ました。ナーサリーはおにぎり、K1は

大福とフェアリーブレッド、K2はフィリ

ピンのマカロニ・ソパ、K3はホットドッ

クを作りました。教員や保護者、ス

タッフは世界中の様々な料理を楽し

めるよう、色々な料理を提供しまし

た。 
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生徒たちは遠足やその他の学習機

会を通して学ぶ事に深く関わってきま

した。学校にナーサリーを導入したこ

とは大きな成功でした。K1の生徒た

ちは過去と現在の家・家庭について

より深く理解するために深川江戸資

料館を訪れました。 K2の生徒たちは

家族について教員やスタッフにインタ

ビューを行い、各クラスの人数につい

て調査を行いました。来る新年度の

学習準備のためにK3の生徒たちは

KISTのK3のUOIに定期的に参加し

ています。生き物についてより多く学

ぶために、各クラスでオタマジャクシ

を飼育し、蛙になるまで世話をしまし

た。蛙になった後は自然に帰しまし

た。これは生き物の世話をし、どのよ

うに成長するかを観察することができ

る素晴らしい方法でした。 

 

KIPSには校庭がないため、子供たち

は地域の公園に行き、遊んだり、足

つぼエリアを歩いたりすることを楽し

みにしています。学校の屋上はMr 

Lukeが数字や文字、形を描いてく

れ、また、子供たちがラミネートされた

魚の絵を使って魚釣りゲームをする

池を作ってくれて以来、素晴らしくイン

タラクティブな場所となりました。 

 

KIPSの全ての学年の英語のレベル

は感動的です。ナーサリーとK1では

教員や同級生と英語で話します。K2

とK3では生徒たちは全ての人とほと

んど完璧な文章で話し、読み、書くこ

とができます。 

 

KIPSの生徒たちは「冬のコンサート」

で演じる初めての機会を楽しみまし

た。彼等はその幼い年齢にもかかわ

らず感動的な発達レベルを発揮しま

した。「春のコンサート」では冬に設定

した高いレベルで完成したパフォーマ

ンスを再び発揮しました。KISTと

KIPSの協力体制と関係性を示す、本

当に大成功のコンサートだったと思い

ます。 

 

Claire Yoneyama 

KIPS K2 Teacher 
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エレメンタリーELS 

語彙の習得、単語の重視、及び単語との関連付

け: 新たな単語の記録法 

The Cometの2014年3月号の‘Word Work’という記事は、

KISTでエレメンタリーでどのように単語を学ぶかについて

の一例を表していました。しかし、学習の仕組みとしての単

語の記録（記憶）はどのように行うのでしょうか。言語におけ

る単語数は無限であるため、母国語においてさえ、単語の

習得は永遠に続く過程です。それでは、特に新しい単語の

習得は、やっと理解できる、全く新しい概念を含んでいるこ

とを考慮したうえで、これらの単語・語彙の記録を行うため

の最適な方法とは何でしょう？ KISTの低学年ではword 

wall （単語の壁)は子供たちがいつでも新しい単語を確認出

来る記録法です。学年が上がるに連れて、自身に最もふさ

わしい単語の記録方法を編み出すようになります。（最近5

年生に聞いたところ、一つの記録法を押し付けるべきでは

ないという意見でした）。しかし、まずはお互いの行っている

方法を共有し、色々な方法を試してみることも有効でしょう。

一例として、エレメンタリーの生徒や、5年生以上の過去の

生徒達が行っている様々な記録方法を挙げてみました。 

 

まず、5年生の大多数は、単語帳を現在のポケットサイズの

ものよりも大きくしたいという意見を持っています。スペース

と、記録の利便性を鑑みた上での妥協点として、B5が適切

だろうということに落ち着きました。また、記録方法として

は、類語や例文、さらには時として単語の意味よりも理解に

役立つと思われる絵や図を入れることを多くの生徒が推奨

しました。単語の意味を書く場合、数名が、ただ辞書から書

き写すより自分の言葉に書き換えることを薦めています。こ

れにより、理解がより深まると思います。また、レイアウト法

としては単語の属性に応じて色分けをする、などが分かり

やすく人気があるようです。単語帳を何らかの方法で分類

することも人気があります。例えば、ある一部分をUOI関連

の単語でまとめる、また一部分を算数用語、文学用語に

する、またある部分は自由時間や家で覚えた単語（夏休

み中も是非続けたいです!）、またある部分は発音記号・

連結語、接頭語、語根、という具合です。 

 

最後に、5年生のほぼ全員が行っているのが「他の言

語」の欄で、英語以外の母国語や外国語を記入する欄

です。たいていの場合、初めて知る単語は全ての言語に

おいて初めて知る単語です。私たちは継続的に語彙を深

め、概念を学んでいます。単語帳はご家庭で、母国語を

Tatsunori、Hyunjin、Satoshi（5A）が単語帳を使ってお互

いに問題を出し合っているところ。 

使ってその単語や表す概念につい

てお話をして頂くための最適なツー

ルです。母国語の発達は認識力の

発達や塚言語の速やかな習得に欠

かせないものです。そして、単語や

概念について話し合うのは純粋に

楽しい行為でもあるのです! 

 

Rachel Parkinson 

Elementary ELS Coordinator 

Soo Ah（3A）が
Wonderfully Wise 

Words bookを見せてく

れています。 

Mehak（5B）は今年、分類項目を使って単語帳を活用しました。

ルーズリーフには、来年度もっと大きな単語帳に分類項目を上

部に記載して活用法するためのプランが書いてあります。 

K3B生がすばらしいWords We Know Wallを

使ってお互いに単語を教えあっているところ。 
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KISTのミッションは、質の高い国際教育を手の届く範囲で

提供するという信念に基づいています。そのため、KISTで

は質の高い教育を、可能な限り抑えた学費で提供するた

めの努力を行っています。 

 

KIST では通常の授業時間内に、可能な限り生徒をサ

ポートを提供する努力を行っています。そのうちのいくつか

は以下のとおりです： 

 エレメンタリー・セカンダリー両校において生徒サポー

トのための英語サポートインストラクターを配置 

 6年から8年生までのサポートが必要と判断された生

徒に集中英語コースを提供 

 6年から10年生までのサポートが必要と判断された生

徒にアカデミックライティングのコースを提供 

 6年から10年生までのサポートが必要と判断された生

徒に追加の数学講座を提供 

 

しかしながら、学費を可能な限り抑えるためには学校が通

常の授業時間内で提供できる範囲を超えたサポートを必

要とする生徒に関しては有料でのプログラムを提供するこ

とになります。有料のアカデミックサポートとしては：始業

前・放課後のLEAP,サマースクールのセッション1及び2、

セカンダリーで特に追加サポートが必要と判断された生徒

を対象とした土曜の補習講座があります。 

有料アカデミックサポートプログラム 
KISTの目標は2018年にDP平均点36点を取得することで

あり、この高い目標②到達するためには、生徒達が学校

の定めた期待値を達成することが必要となります。そのた

めにも、通常授業時間内を超えたサポートが必要と判断さ

れた生徒は有料の追加プログラムに参加することが求め

られる場合があります。 

 

コミュニティの皆様が本決定とその背景についてより良く理

解し、E-Communicationでも先日お知らせいたしました有

料サポートプログラムに関する決定事項をご理解いただく

ために、KIST Academic Support Programsと銘打った文

書を発行いたしました。本文書はKISTが提供する様々な

有料サポートプログラムの詳細と、学校がサポートを必要

とする生徒を どのように判断するかについての詳細が記

載されています。本文書は、KISTウェブサイトからご覧い

ただけます。 

 

http://www.kist.ed.jp/node/67 

今学年度も残すところあと少しです!時間が、特に5月・6月

は驚くほどに早く過ぎます。 The Comet 記載の学校及び

学年度の最後を飾るいくつかの行事にについての情報を

どうぞお楽しみください。 
 

今年度のカレンダーの変更点は、お子さんのセメスター2

の成績表が授業終了の1週間後に郵送されるのでなく、学

年最終日に直接お渡するようになったことです。このことで

学年の終了をより実感して頂けることと思っております。成

績表に加え、各ご家庭にお子さんが受験された直近の学

力診断テスト結果を配布いたします。現時点では、2月の

ISA試験結果を印刷したものを成績表とともにお渡しする

予定です。また、年度末に受験された6年から9年生までの

数学及び6年から8年生までの英語力診断テスト結果につ

いては6月中旬から下旬までに各ご家庭に電子データ

（メール）にてお送りいたします。 
 

これが、私の校長としての初年度におけるComet への最

終メッセージとなりますが、実はすでに来学年度の準備が

数多く進行しています。私自身と同じく、皆さんもお休みを

心待ちにされていることでしょう。旅行をされる方には道中

の安全を、日本に残られる方は、KISTサマースクールでお

会いできるかもしれませんね！8月17日月曜日の8：45に

皆さん全員とまたお会いできることを楽しみにしています。

また、保護者の方にご記憶いただきたい日程は8月21日で

す。この日には2015-16年度の保護者説明会が予定され

ております。本当にあっという間に来年度が始まってしまい

ますね! 
 

楽しいお休みを! 
 
Mark Cowe 
Secondary School 
Principal 
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今年もまた、MYPの一年が終了します 
KIST生、教員、そして保護者の皆様は今年一年熱心

にその務めを果たしました。そして来週の水曜日に

は、非常に実り多かったIB中等過程プログラム

（MYP）の一年が終わります。 

 

今年一年、MYP生にとって特筆すべき瞬間がたくさ

んありました。プログラムのコースすべての見直しが

行われ、教員すべてが変更点の実施を行っていま

す。最も大きな変更点は、MYPによって指定された

注力エリアである4つの目標に沿った評価基準の導

入です。 

 

10年生はプログラム5年目のための新基準に従った

パーソナルプロジェクトを完了しました。生徒達は彼

らにとっても豊かな経験となった広い範囲のプロジェ

クトに取り組みました。 

 

MYPの学習範囲に加え、7年生と9年生はキャンプに

参加する機会を得ました。これらのキャンプで生徒達

は各教科で学んだことを全く新しく、楽しい環境で応

用する機会を与えられました。 

 

MYP生達は奉仕精神を育む為の新しいプログラムに

取り組み出しました。生徒達は新しくなった

Service@KISTプログラムに取り組み、その多くがコ

ミュニティに有意義な貢献をすることが出来ました。 

 

最後に、生徒達は芸術から運動、カリキュラム平行

活動など、様々な学校行事に関わることができまし

た。これらは生徒達

すべてに豊かな教育

経験を提供できたと

思います。 

 

Rob White 

MYP Coordinator 
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MYPニュース 

Wall of Honor Assembly（名誉の壁集会）に参加する6年生から8年生。 

Mr KroschelがEmily U.（G7B）に

学習者としての要素を称える賞を

授与。 

G6B生が清澄講演で曼荼羅の

制作中。 

Wall of Honor AssemblyでのMr 

RossとAditya（G6B）。 

Karina（G6A）が生徒主導面談で学習内容を説明中。 

保健体育の授業で6年生と10年生が合同で

バレーボールの実技を練習中。 



 

募金総額 
KISTコミュニティの皆様のご支援のおかげをもちまして2015年度Habitat for 

Humanityチームは215,317円の募金を集めることが出来ました。 戸の募金は

2015年6月にカンボジアのSiem Reapの学校の衛生システム設置のために使わ

れます。また、今年は地域の学校と協力し、子供たちに歯磨きと正しい手洗い、そ

の他衛生的な習慣の重要性についての活動も行います。今年度の皆様のご協力

に感謝いたします! 

 

 
 
Motoi (G11B) 
Habitat for Humanity Club Accountant 

募金活動 募金額 

KISTIVAL Booth 88,033 円 

Winter Concert Food Booth 14,114 円 

SRC Dance Food + Photo Booth 28,363 円 

World Cultures Day Photo Booth 44,554 円 

Student-Led Conference Coffee Booth 40,253 円 

Habitat for Humanity 
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ニューフェイス 
先号の The Comet 発行以降

チームに新たなメンバーを数名

迎えました。学校コミュニティを

代表し、皆さんを心より歓迎す

るとともに、私たちとともに過ご

す日々を是非楽しんで欲しいと

望んでいます。 

Mara Hayashi 
Preschool Learning 
Support Instructor 

(Nursery) 

Karen Mandokoro 
Teacher’s Assistant 

(K3A-K3B) 

Mineko Kobayashi 
MYP/DP Japanese 

Ma. Cielito Bautista 
Preschool Teacher’s 
Assistant (Nursery) / 

Preschool Nurse 

SRCダンスでの

食品販売。 

World Cultures Dayの

写真ブース。 

生徒主導面談での

コーヒー販売。 



 

スペリング・ビーというと単語を暗記することのように聞こ
えるかもしれませんが、僕はそうは思いません。スペリン
グ（綴り）はスペリング・ビーの本の一部です。スペリン
グ・ビーは忘れがたい、精神的にもハードな経験です。こ
の経験は僕のチャレンジ精神、忍耐力、精神力、そして
語彙を高めてくれました。 
 
単語を暗記せずにどうやってスペリング・ビーでよい成績
を修めるのかと疑問に思う人がいるかもしれません。大
切なのは勉強することで、暗記ではありません。言葉を
覚えるには、まずその意味を理解する必要があります。
僕は英語の基本である基語・語根から始めました。基
語・語根は、日本語の部首のようなもので、例えば、‘anti’ 
がついた単語であれば「反対の」という意味があり、‘bio’ 
がついた単語であれば「生命」に関連するといった具合
です。語根により意味を類推できるので、単語を覚える
のに役立ちます。 
 
スペリング・ビーをご覧になった方は、出場者が質問をし
ているところを目撃されたことでしょう。多分、皆さんは
「何でこんなことを質問するの」「何故早く綴りを言わない
の」と疑問に思われたでしょう。出場者は質問をすること
で自分の頭にある綴りが正しいものであることを確信し、
自身の知識と関連付けようとしているのです。綴りにはい
くつかのルールがあります。これらのルールを守ることは
単語を正しく綴る上で不可欠なのです。ルールをしっかり
と覚えれば、単語の練習をしなくても正しく綴ることができ
ます。僕たちの頭の中はコンピュータではないので、辞書
にある何百万五を暗記することは不可能です。でも、これ
らの単語の成り立ちや組み合わせ、自分の知識との関
連付けができれば、綴りを正解することが出来るので
す。リストの単語を勉強するとき、僕は単語の意味を覚え
るようにしています。競技では単語に意味を尋ねることが
出来るので出題されているものが、自分の考えているも
のと同じかを確認することが出来ます。 
 
スペリング・ビーでは自分自身が最大のライバルです。
単語はしているのにケアレスミスをしてしまえば失格とな
ります。僕は色々なことを考えすぎて、集中できなくなると
ミスをしやすくなります。スペリング・ビーには集中力が不
可欠ですが、集中力を育てるのはとても難しいです。自
分自身の不注意のために決勝で簡単な単語を間違えて
しまいました。スペリング・ビーで僕が得た最も重要なも
のは、集中力と、その必要性です。これは僕の人生に
とってとても有意義なことでした。 
 
プレッシャーに耐える力も僕が得たものの一つです。観
客の前で綴りを言うのは難しいことです。また、応援して
くれる人のためにも、勝たなければ、というプレッシャーも
あります。多くの人が観客の前で萎縮してしまい、ケアレ
スミスをしてしまいます。僕自身はプレッシャーをさほど
感じなかったのですが、もし、プレッシャーに弱い人がい
るならば、そのことや観客のことを忘れて競技に臨むこと
をアドバイスします。 
 

また、運任せで思
い切らなければな
らなかった瞬間も
多くありました。た
とえば、‘blight’ と
いう単語が出題さ
れたとき、綴りが 
‘blite’ なのか 
‘blight’だったのか
の確信が持てま
せんでした。考え
に考えを重ね、間
違えるかもしれな
いことを承知で 
‘blight’ に賭けま
した。結果は正し
かったのですが、
スペリング・ビー
はまだ後半戦に
入ったばかりで、
通常はもう少し簡単な綴りが選ばれることもあり、僕にとっ
ては大きな賭けでした。但し、賭けといってもただ単に運任
せにするわけではありません。可能な限り正解に近づける
ように選択肢を絞り込んだ上で行うのです。僕が blight を
正解できたのは、‘plight’という単語を知っていたからです。
Plight と blight は韻を踏んでいるので、blite ではなく、
blight を選びました。これは難しい選択でしたが、このこと
はより良い選択肢を選ぶ訓練になったと思います。人生に
おいては選択しなければならない難しい決断があると思い
ます。そのため、このようなスキルは重要だと思います。 
 
スペリング・ビーは人生に役立つ多くのスキルを向上出来
る場です。スペリング・ビーは僕にとって重要なもので、他
の人たちにもぜひ参加することをお勧めします。スペリン
グ・ビーで僕が学んだことの一つは負けを受け入れること
です。僕は何年も日本スペリング・ビーに参加しています
が、一度も優勝したことがありません。忍耐は大切です。多
くの人はスペリング・ビーで綴り以外事をいかに多く学ぶこ
とが出来るかを知りません。綴りはここで学べることの1％
にしか過ぎません。残りの99％は人生で活かす事の出来
るスキルです。 
 
Gautham (G8A) 

Photo: THE JAPAN TIMES 

スペリング・ビーで学んだこと 

Gautham は2015年3月14日に東京で開催された第6回ジャパンタイムズスペリング・ビーで41校からの参加者

中2位を獲得しました。 
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9年生が山中湖で自然を満喫 
9年生のキャンプは5月の第1週に行われました。MYPの最終学年への

準備も兼ねたキャンプでは、生徒達と担任教師がクラスとしての一体感

を築くとともに、自然豊かな環境で様々な屋外活動を行いました。この

キャンプはMYPの10年生で行うパーソナルプロジェクトへの導入というカ

リキュラムの一環としての要素もありました。以下はキャンプ中の活動に

対する生徒の感想です。 

 

5月7日に9年生は8：30にKISTを出発し、山中湖のYMCA宿泊施設に向

かいました。施設は美しい富士山を臨めることで有名な山中湖に隣接し

ていました。一泊二日のキャンプではカヌーやサイクリング、ハイキング

などの屋外活動を行いました。 

 

到着後、私たちは様々な活動を一緒に行う「山」「中」「湖」の3つのグルー

プに分けられました。カヌーは私たち殆どにとって初めての経験でした。

湖に漕ぎ出す前に、私たちは安全確認のための「バディーチェック」を行

いました。サイクリングでは、グループに分かれて2時間ほど山中湖の周

りを走りました。ハイキングでは体力と前向きな思考力を試されま

した。403三段もの急な階段を心拍数の限界を試すかのように登り

ました。しかし、それだけではありませんでした。ひたすら登ってた

どり着いた先にはすばらしい景色が待っていました。緑の木々越し

に富士山が雲につつまれてそびえていたのです。私たちの努力は

報われました。なぜならそこにはすてきな寺社と、美しい景色が

待っていたからです。 

 

キャンプファイヤーはこのキャンプで最も楽しかったことの一つで

す。焚き火の周りを囲んで、boogaloo、Penguins Attention や Mr 

Tihorの懐かしの歌など、たくさんのキャンプソングを歌いました。

Boogalooは全員参加だったので、とても楽しめました、もし、選ば

れたら何か一つのことについて全員の前で発表しなければならなかった

のです。でも一番いまいましくも、記憶に残ったのは penguin’s attention

でした。これは繰り返される歌で、一回繰り返すたびに別の動きを加えな

ければならないのです。そのため、歌の最後のほうでは気の狂ったペン

ギンのようにバタバタと動きや踊りを繰り返すことになるのです。 

 

長い一日が終わり、生徒達が部屋に向かったとき、ベッドの上で飛び跳

ねるこおろぎを見つけました。これは生徒達にとって恐怖の瞬間だったこ

とでしょう。結局、生徒達はこおろぎたちと一緒に寝ることになりました。 

 

二日目には、前の日に出来なかった活動に参加しました。活動が終わる

と、昼食をとって帰路につきました。 

 

色々なことがありましたが、9年生のキャンプは社会性を育てるすばらし

い機会であったと同時に、1週間続く試験の前の安

らぎのひと時でもありました。 

 

Rachel (G9B), Gabriel (G9A) and Leia (G9A) 
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遥かに見える富士山を眺めながら湖畔を

サイクリングする9年生。 

神社の前のHyun Jun、Selina、Keali'i、Qifei と 
Seina 

YMCA キャンプ山中湖のトーテムポールの前で、

9年生と教員の集合写真。 

第一夜の締めくくりのキャンプファイヤー。 

神社への403段の登りに

挑むMoe MinとManato。 

食堂で美味しい食事と交流を

楽しむ9年生。 



KIST生が都内で開催されたWorld Scholar’s Cupに始めて参加し

ました 
World Scholar’s Cup は世界中の様々な都市で開催されている知力・学力を問う非

常に濃密でレベルの高い競技です。今年、KISTの3チームは代々木公園内の国立

オリンピック記念センターで開催された大会に始めて参加しました。KIST生達は日

本中から集まった公立・私立・インターナショナルスクールの優秀な生徒達の中でそ

の能力を遺憾なく発揮し、表彰を受けました。以下は出場者のうち2名、10年生の

Saachin と Hana の感想文です。 

World Scholar’s Cup 

W orld Scholar’s Cupでは6つの教科；美術、音楽、科学、文学、歴史、社会

と特別分野を中心に競技が行われます。出場者は各競技でこれら分野

の知識を問われます。これら分野の出題内容は共通テーマである“The World 

Unbound”「解き放たれた世界」に関連したものです。特別分野は「ヒーローとスー

パーヒーロー」でした。各分野を理解するうえで最も困難だったのは、事前の読書

や暗記が不可欠だった点です。例えば、“Peering over the edge”と銘打った美術

と音楽の分野では、内容はアンディ・ウォーホールのキャンベルスープ缶の作品か

らラジオヘッドのFake Plastic Treesと、多岐に亘る美術及び音楽作品が出題され

ます。科学では義肢をはじめとした介助器具について、歴史では主に革命など人

類の解放を扱った問題が出題されました。文学分野である“Voices on the 

Unbound”ではヒーローや自由を扱った詩や短編、小説から出題されました。

Worlds Held Togetherというタイトルで社会問題を扱い、Worlds Torn Apart のタ

イトルの元、文化的アイデンティティについてを扱いました。全体的に教科エリアは

どれもとても興味深かったのですが、あまりに内容が多岐に亘り、且つ複雑であっ

たため、理解するのが難しかったです。個人的には新しい事柄を学び、世界を異

なった視点から見ることが出来たこの経験はとても楽しく、貴重なものでした。色々

な学校を代表しているチームのメンバーに会えることも、広い分野のディベートス

キルに磨きを掛けることのできるとても良い経験でした。 

W orld Scholar’s Cupはエキサイティングで記憶に残る経験でした。2日間

の大会期間中、日本中から集まった出場者たちは独創的で魅力的な競

技に参加しました。私が一番楽しんだのはCollaborative Writingでした。この競技

ではメンバー3人からなるチームで個々が今年の共通テーマであった“The World 

Unbound”「解き放たれた世界」についての論説文を与えられた45分の制限時間

内に書くものです。私は著名な心理学者、ジャン・ボードリヤールのアメリカに関す

る世界観の論争は日本にも当てはまるのかというテーマで記述しました。驚くべき

ことに、私はこの論説文部門で優勝することができました。私は与えられたテーマ

について、可能な限り論点を明確にして、グループ単位で議論を行う競技にも参

加しました。この競技には個人としてのコミュニケーション能力と討論能力の他に

チームとしての協働力や時間管理スキルも要する難しいものでした。チームメン

バーは15分で争点を明確にし、発言内容を決めなければならなかったのです。議

論は神経をすり減らすものでしたが、楽しかったです!2日間の大会の終わりには

競技の総括でもある表彰式が行われました。KISTの3チームが表彰されるたび

に、そのメンバーである誇りに胸が震えました!!大会期間中は本当にすばらしい経

験をすることが出来ました。来年の大会に参加することが今から楽しみです。 

Saachin (G10B) 

Hana (G10B) 

KIST World Scholars 出場者 (L>R） 

Selena (G9B)、Akiko (G10A)、Seina 

(G9B)、Hana (G10B)、Radhika (G10B)、

Nina (G10A)、Saachin (G10B)、Mirabelle 

(G10A)、Arjun (G10A)。 

Saachin、Hana、Ninaは新規参加校

部門で1位になりました。 

アルパカのGerryはWorld Scholar’s Cupのマ

スコットです。Seina、SelinaとRadhikaがそれ

ぞれお土産に貰ったGerryを持っています。 

Akiko、Mirabelle、Arjunとアルパカ。 

KIST生は様々な賞を受賞しました。 
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2015年卒業生への祝辞 

5月にDP試験と、高校生活最後の評価課題が始まると、卒業生たちは緊張しながらも自信に

満ちていました。今、試験期間の終わりを迎え、当初の緊張の多くは、これから世界中の大

学で始まる新たな生活への期待へと変わっているようです。 
 

KISTの2015年度卒業生の皆さん、おめでとうございます！人生は冒険です。そしてこれから

KISTを卒業し、冒険に乗り出す皆さんを心から応援しています。 皆さんがこれまで成し遂げ

てきたこと全てに対して、私たちは誇りと信頼をもっており、また皆さんがKISTでこれまで学

んできたことをを活かし、国際社会に著しい貢献を行ってくれることを確信しています。ここを

を巣立ち、あらたな始まりの中で「生涯学習者｣としての道を歩む皆さんがKISTでの思い出を

大切にし、私たちコミュニティ全員が皆さんの将来に幸多からん事を願っており、皆さんを常

に応援しているということをどうぞ忘れないでください。 
 

皆さんの将来を心から応援しています。そして、またすぐに皆さんがKISTを訪問しくれること

を楽しみにしています! 

 
Mr Jones 

2015年4月22日、KISTの生徒達は座間ハイスクールで開

催された恒例のKPASSP Math Field Dayに参加しまし

た。7年生から12年生までの生徒達は午前の個人競技で

非常に優秀な成績を収め、飛行機械の製作を行う午後の

math maniaにも非常に熱心に取り組みました。 
 

コーチとして、参加した全て生徒がこれまで準備に費やし

た4ヶ月間の努力を称えます。また、下記生徒の特に優れ

た成績を皆さんにお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん良く頑張りました! 

 
Christopher Tihor  Andre Ito 
Team Coach   Team Coach 

Math Field Day 2015 

Jun Hyuk (G7B)、Ji Ye (G11B)、Meng Ting (G8A) 

Jun Hyuk (G7B) 

G7部門 1位 

 
Meng Ting (G8A) 

1位チームメンバー 

 
Ji Ye (G11B) 

G11部門 2位 
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LEAPニュース 

今年はLEAPにとって大きな変化

の年となりました。エレメンタリーで

は朝の英語サポートクラスととも

に、週2回の英語発展クラスを導入しました。セカンダリー

では、アカデミックライティング（小論文）と、SATの準備クラ

スを開講しました。また、ケイ・インターナショナルプリス

クール（KIPS）でもLEAPをスタートさせました！ 

 
LEAP授業及び運営プロセスについてのご意見・ご要望を

是非お寄せください。ご意見はLEAPウェブサイトの 

Contact からお送りいただけます。 

 
LEAP サマープログラムが始まる日が刻々と近づいていま

す。7月のセッションにはまだ若干空きがありますので、

ウェブサイトをご確認ください。今年のサマースクールには

セッションが2つ用意されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒達からLEAPを楽しむことが出来たと聞くのはとても素

晴らしいことです。先週、ある5年生が私に、「朝LEAPに申

し込みをしたと聞かされたときはエーッ、早起きゃならな

い！と思ったけど、でも一年間やってみたら、終わって欲し

くない」と言ってくれました。この言葉を聞いて、私は胸が熱

くなりました。生徒達と週2・3回顔を合わせることでどれだ

けの関係を築くことが出来、どれだけその関係を楽しんだ

かしれません。私は他のLEAP教師も同じように感じている

ことを確信しています。生徒達の成長をより良くサポートす

るためには、彼らの強みと弱みを良く知ることが不可欠な

のです。 

 
新年度の初日からLEAPの1学期分の申し込みを受け付け

ますので、是非早めのお申し込みをお勧めいたします。 

 
プログラムについてご質問がありましたら、私宛にメールで

お問い合わせいただくか、メインオフィスにお越しください。 
 
Anna Holdaway 
KIST LEAP Coordinator 

セッション 1 （6月15日 – 6月26日) 

 サマー・デイキャンプ – 新K1から新6年生を

対象とした楽しい探求プログラム 

 サマーアカデミックプログラム – 新3年生から

新6年生を対象とした2週間の英語・算数の

集中プログラム 

セッション 2 （7月 27 日 – 8月7日) 

 サマーアカデミックプログラム – 全学年対象

の2週間の英語・算数の集中プログラム 

無料 オンライン学習のご案内 
MITが提供する物理や工学について知りたくありませんか?C#やPythonプログラミングは？この取り組みに

協賛してくれるハーバード、バークレーやその他の有名大学を通して中国語を学んだり、ダンテ研究をしたく

はありませんか? 

 

これらのコースを始め、更に多くのコースが夏休み中、オンラインで提供されています。 Arjun (G10A) は最

近MITの航空宇宙工学コースの受講を終え、終了証を受けています（おめでとうArjun!)夏休み中にこの 無

料 オンラインコースを受けてみませんか? 

 

詳細はこちら: 
edx.org 
coursera.org 
 

楽しく学びましょう! 
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今年はKISTスタッフバンド元年となりました。メンバーは、Ms 

Anna （ボーカル)、Ms Kay （ショルダーキーボード)、Mr Dave 

（サックス)、Mr Vodden （ギター)、Mr Collins （ギター)、Ms Karen 

（ベース)そして Mr Hughes （ドラム)です。KISTバンドは都内の

様々な場所やチャリティーイベントなどで演奏

活動を行っています。バンドではロックやポップ

スを中心に演奏しており、来年度も活動を続け

ていきます。 

International Schools of Tokyo Athletics 
Association (ISTAA) ミドルスクールバスケット
ボールトーナメント 
3月14日の土曜日にKIST Comets U-14バスケットボール
チームは、ブリティッシュスクール東京で開催されたISTAA
ミドルスクールバスケットボールトーナメントに参加しまし
た。ディフェンディングチャンピオンとして、Cometsは今年
も学校に優勝トロフィーを持ち帰ることを期待していました
が、残念ながら、それは叶いませんでした。 
 
第一試合では接戦の末、コロンビアに負かされました。し
かし、この不本意な敗北にもかかわらず、チームはその
後、素晴らしいチームワークとリバウンドをとり、残りの試
合に勝つことができました。最終的に、チームは、残りの
試合にすべて勝ち、今年の勝者となったコロンビアに続く
二位となりました。 
私は多くの他チームのコーチや審判に、Cometsのチーム
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ワークについて多くの賛辞をいただきました。このような多
くの称賛をいただけたことはチームの誇りです、よくやりま
した！また、当日応援にいらしてくださった保護者の皆様
（や、教員）に大きな感謝をささげます。私たちは確実に一
番多くの声援を受けていました！皆さんの声援は大きな励
みとなりました！ありがとうございました！ 
 
来年度もミドルスクールのバスケットボールチームのコー
チをすることを楽しみにしています。チームへの参加を希
望する人は、是非来年度のクラブに申し込んでください、
そうすればかけがえのないチームの一員になることができ
ます。 
 
Go Comets! 
 
Scott Grant 
Middle School Basketball Team 
Coach 

KISTバンド 



今月のStaff 10!では2013

年にエレメンタリーのK3教

師としてKISTに加わった

Christie Chungをご紹介で

きることを嬉しく思います。 
 
 出身地について面白いこ

とを教えてください。 

移動の多かった私の子ども

時代のおかげで、私には故

郷と呼べる場所がたくさんあ

ります： 

韓国・ソウル — ソウルのに

ぎやかな街中では、食べ物、豪華な保温靴下、かわいい手

作りアクセサリー、靴など、あらゆるものの売り子さんを簡

単に見つけることが出来ます。私のお気に入りはホットク

で、揚げ焼きした生地に砂糖、蜂蜜シナモンなどを包んだも

のです。私はソウルに飽きることがありません。この町は決

して眠らないのです、一晩中営業している夜市もあります！ 

ハワイ、ホノルル — ホノルルは私の心に最も近い場所で

す。自宅の裏庭の青々した芝の上で過ごした時間について

懐かしく思い出します。庭にはココナッツ、パパイヤ、黄色と

ピンクのプルメリア、赤い根しょうがの花、ティ・リーフ（紅竹）

やくちなしの茂みがありました。子供のころの私はプルメリ

アを摘んでレイを作ったり、ココナッツを剥いたり、ティ・リー

フでヘアバンドを作ったり、ヤモリを探したりして楽しい時を

過ごしました。 

マサチューセッツ・ブルックリン — ブルックラインはボストン

の一部です。きれいな家や公園のあるとても静かで小さな

町です。John F. Kennedy大統領の生誕の地でもあり、彼

の生家は今でも記念館として公開されています。私の家は

ハーバード大学（アメリカで最初の大学）とフェンウェイパー

ク（レッドソックスの本拠地）から車で20分 の所にありま

す！ 
 世界で一番好きな場所はどこですか？ 

一つだけを選ぶならハワイでしょうか。3年前ハワイで結婚

式を挙げたことで、ハワイは私にとって更に特別な場所にな

りました。 
 チャンスがあったら会ってみたい人は誰ですか？その理

由を教えてください。 

幼稚園時代の夫です。どんな子供だったのかを知りたいで

す。 
 何か特別なスキルやタレントをお持ちですか？ 

どちらかといえば趣味でしょうが、料理をするのが大好きで

す!（もちろん食べることも!） 

 ご自身についてあまり知られていないことを教えてくださ
い。 

野菜や植物を育てることが大好きです。今はベランダで赤カ

ブ、レタス、バジルを育てています。 
 あなたにとって一番の宝物は？ 

決まりきった答えになるかもしれませんが、家族です! 
 ご自分を言葉で表現すると？ 

フレンドリー、エネルギッシュ、そして忠実。 

 もう一度人生をやり直せるとしたら何か他のことをしたい

ですか？ 

そうは思いません。 

Staff 10! 

Ms Chung が料理をしているところ。 

今年は英語サポートセンターにとって忙しい一年でした。 

Mr Davignon と Mr Boyd は生徒達の英語力の向上のた

めに熱心に指導を行いました。生徒の皆さんも、教室で、ま

たは一対一のサポートでお二人に接したことと思います。

KISTの課題や学習のことで質問があり人は是非お二人に

相談してください。お二人は皆さんをサポートするためにい

らっしゃいます! 来年も私たちは皆さんのライティングの向

上のために引き続きアカデミックライティングの指導を行い

ます。来年度は、より多くの生徒がライティング向上のため

の補修講座の恩恵を受けることが出来ると思います! 来年

も皆さんの英語力の発達のサポートのための取り組みを行

うことを楽しみにしています。 

 
William Miller 
Academic Writing and ELS Coordinator 

セカンダリーELS 
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 自分を高めるために今やっていることは？ 

料理のレパートリーを広げること。韓国料理と日本料理（義

母に感謝です）には自信があるのですが、インド料理、特に

スパイスをたくさん使ったカレーの作り方を覚えたいで

す！！ 

 ファンに一言お願いします。 

私の夏を“クール”にしてくれてありがとう！！ 

Mr Campbell、Mr MillerとMr Davignon。 



2 
015年4月11日、私は担任のMs Christianとワシントンホテル

を目指して新宿を歩いていました。何故そこを目指していた

か？私たちは、8年生のSummative taskでインタビューしたあ

る特別な方に会いに向かっていたのです。その方はLorraine 

McGee-Sippelさんとおっしゃいます。 

 

ある何の変哲もない一日、14歳の私は英語の授業で第2次世界大戦に

ついて学ぶために教室に入りました。そのとき、突然英語の先生、Ms 

Goreが単元のSummative task（総括的評価課題）について発表しまし

た。課題は悲劇的な出来事の犠牲者の方にインタビューを行い、その方

とインタビューに基づいてfaction;実録小説を書くというものでした。実録

小説(faction）とは事実とフィクションを融合させた物語で、実在の人物や

出来事を織り交ぜた小説です（Morgan 2015）。私がリサーチしようと

思った悲劇的な出来事はStolen Generations 「盗まれた世代」です。盗

まれた世代はとは、オーストラリアを植民地化した人々が先住民族やそ

の混血の人々を隔離し、取り込むことで絶やそうとしたで生まれた人々で

す。彼らは先住民族の子供たちを家族から引き離し、施設に隔離したり、

養子や里子にしたりすることで、固有の文化を継承させないようにし、ほ

ぼこの目的を成し遂げました。後にこれらの子供たちが「盗まれた世代」

と呼ばれるようになったのです。 

 

今でも、私はMs McGee-Sippelと連絡を取り合っています。彼女とご主

人が訪日されることを決められたとき、新宿のワシントンホテルでお会い

するお約束をしました。 これまで一度も写真の交換をしていなかったの

で、どうやってお互いを見つけることが出来るのだろうと考えていました。

しかし、幸運なことに、出会うことが出来ました。私たちはホテルの喫茶

室でお互いについて知り合う機会を持つことが出来ました。Ms 

Christian、Ms McGee-Sippel, ご主人と、私は彼らの旅行についてや私

の学校生活について午後いっぱい楽しく話をしました。私たちは和気

藹々と、楽しい2時間を過ごしました。9年生で最も充実した週末であった

といえるでしょう。 

 

私はKIST生たちが挑戦者となり、実社会に一歩を踏み出し、それが憧れ

の人であれ、純粋にリサーチのためであれ、生きた人物から活きた知識

を得ることを望みます。生徒達は単に資料の1ページやウェブサイトから

得る以上に多くの情報や感情を、実際に連絡を取り合った人物から得る

ことが出来るのです。 

 

Nikita (G9B) 

 

 

How to Create a Faction for a Fiction Story, The Classroom (2015). 

Retrieved April 21, 2015, from http://classroom.synonym.com/create

-faction-fiction-story-4523.html 

Across the Vast Stories We Have Finally Met 

Nikita meeting Ms McGee-Sippel 

BELONGING WHERE 

Caught in an abyss 
Belonging where? 

Thousands of children 
Heartache despair 

 
Stolen, separated  

Leaving mothers behind  
Lost to our culture, music, dance and 

art 
Lost to Ourselves – our Families – 

Our hearts 

 
As a child wondering 
What did I do wrong? 

Who the hell am I? 
A feeling so strong, the taunts of a 

childhood all a whirl.  
Half caste – half caste a little black girl 

 
Italiano? 
Greek? 

Maori? Or What? 
Some of the questions asked a lot. 

 
To black to be white 
Too white to be black 

 
Caught in the middle belonging no 

where 

 
Lorraine McGee-Sippel (1997) 
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サクラメダルBook Bowl 
聖心インターナショナルスクールのMr Brianが上位3つの

入賞チームを読み上げるのをKIST生たちは固唾をのんで

見守っていました。もちろん先生方も。全員が祈りながら待

つ中、「第二位は…K. International School Tokyo!」で

した。 

 

今年はサクラメダルBook Bowlへは初参加でした。毎年開

催されるこの催しは、4・5年生に他のインターナショナルス

クールの生徒たちとサクラメダルのチャプターブックに関す

る知識を競うことのできる機会です。 

 

わが校のチームはサクラメダルの英語のチャプターブック

20冊を読破し、クイズ問題に備えて熱心に暗記を行いまし

た。（Steg博士がReally-Good-Moves-Around-In-Time-

Machineのために必要とした石はなんでしょう? 幸運なこと

に、ミルクの専門家もこの競技では素早く答えなければなら

なかったようです！）

KIST生の努力は4月の

ISSHでの大会で10校

中2位に選ばれたこと

で報われました。参加

した生徒たち、おめでと

うございます。また、ク

ラブを率いてくれたMs 

O’Handley と Ms 

Patterson、ありがとう

ございました。 

 

サクラメダルラッフル当選者 
1年生から5年までの生徒は10月～4月までの間サクラメダ

ルの投票に参加することができます。生徒たちは英語の絵

本、チャプターブック、グラフィック・ノベル、日本語の絵本や

グラフィック・ノベルから5冊読むごとに1回の投票権を得ま

す。生徒の投票を集計した後、KISTの司書が3名分の抽選

を行いました。 

 

当選した幸運な生徒にはScholastic Book Club Orderの

商品券20ドル分がプレゼントされます。Haruka N. 

(G2A)、Killian (G2A)、Eanya (G4B)おめでとう！ 

当選しなかった生徒たちも、投票ありがとうございました。

サクラメダルは生徒の声で決まる賞です。今回の受賞作は

こちらから見ることができますhttp://sakuramedal.com. 

 

来年度の図書オンラインサービスの新機能 (図書 Moodle 

のQuick Linksとは)? 

生徒たちのリサーチのニーズにこたえるため、KIST図書室

では新たなリサーチデータベースへの登録・購読を行いま

す。これにより、生徒たちは常により多くの資料へアクセス

することが可能になり、IBの集大成ともいえるG5 

Exhibitions、Personal Projects や Extended Essays 

へのサポート体制も充実します。来学年度からKIST生は
Infobase Ebooks, Classroom Video on Demand, 
Bloom's Literature, Science Online,  World Almanac for 

Kids.へのアクセス権を得ることになります。また、引き続き 
WebPath 

Express、
Britannica 

School Edition、

Kids Infobits、
Opposing 

Viewpoints、

BrainPop、Active 

Historyへの購読

も行います。 

 

学習資料へのア

クセスはLMC及

びエレメンタリー

図書室のMoodle

にある Quick 

Links から行って

いただけます。 

 

夏休みの読書 

夏休みの間も生徒の皆さんには英語や、母国語での読書

を継続することをお勧めします。これをサポートするため、

LMC及びエレメンタリー図書室は6月10日から、生徒に対

し、フィクション10冊までの貸し出しを行います。 

 

EE（課題論文）に取り組みたいDP生は

Mr Andiと相談の上、ノンフィクション資

料を借りることができます。 

Haruka N. (G2A) 
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Killian (G2A) Eanya (G4B) (right) with sister. 

次のページに続く 

図書室ニュース 

http://sakuramedal.com.
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2015-2016度、図書室のアクションプラン 
まだ、皆さんは夏休みと、ビーチで読む楽しい本のことしか

思い浮かばないかもしれませんが、KIST司書はもう来年

度の計画を立てています。 

 

2015-2016年度もKIST図書室ではサクラメダルプログラム

への参加を継続します。全ての生徒は Sakura Medal Art 

Competitionのための読書、投票、美術作品の提出を行

うことができます。エレメンタリーの4・5年生は Sakura 

Medal Book Bowl clubに参加することができます。また

セカンダリーの生徒たちもSakura Book Trailer Project

でビデオ編集のスキルでお気に入りのサクラメダルの本を

紹介することができます。 Student Center for 

Excellence はLibrary Elves, Hungry Readers, Book 

Bloggers, Student Presenters やその他の図書イベントを

通して生徒たちが奉仕活動やCASを行う機会を提供しま

す。 

 

また、11月には D.E.A.R.が戻ってきますが、少し形を変え

ます。これまでD.E.A.R.は同じ曜日に行われてきました

が、今年はMr Larsenがお楽しみのアナウンスを行ってくだ

さいます。本を片手に、“Drop Everything And Read"の準

備をしていてください！ 

 

2月にはKISTの文化的多様性を尊重するため、 World 

Cultures Day を再び祝います。皆さんの民族衣装を見る

ことや、保護者による読み聞かせ、その他文化共有のため

の多くのボランティアのご参加を楽しみにしています。 

 

スタッフのお別れ 
LMC図書アシスタントのRosanna 

O’Connellが 6月末でKISTを去り、母

国に戻られることになりました。これまで

の貢献に感謝するとともに、英国でのご

多幸をお祈りいたします。 
 
KIST Library Team 
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今年の夏休みには、皆様のご寄付のおかげで、園庭に素敵な改善を加えることが出来

ます。より安全・快適で魅力的な園庭にするために、遊具の付近にラバー素材を敷き詰

め、さらにその上に人工芝を敷く予定です。また、ウッドデッキ部分も撤去され、更なる

安全のために安全な素材に変えられます。 
 

また、夏の間の園庭・校庭の蚊の数を出来る限り減らすために、様々な対策を講じてい

ます。まず、ゴールデンウィーク中に木の枝の刈り込みを行い、さらに蚊取りトラップ（モ

スキート・トラップ) を購入いたしました。これらの対策をを通し、園庭・校庭をより安全で

楽しい場所にすることができます。 

幼稚園の園庭について 

咽頭結膜熱（いんとうけつまくね

つ）にご注意 
咽頭結膜熱（いんとうけつまくねつ）とは咽頭炎と結膜炎を

同時に認める病気で春先から流行が始まり、6～7月に

ピークを迎える感染症です。日本では「プール熱」ともいわ

れており、プールの水を媒介して感染しやすいことから、そ

のような名前がつけられました。咽頭結膜熱の原因となる

アデノウィルスは目やのどが大好きで、とても感染力が強

いウィルスです。 

 

具体的な症状は、のどに違和感を認め、のどが赤くなって

痛くなったり、扁桃に白っぽい膿のようなものがついたりし

ます。そして39度以上の高熱が続き、目が赤くなり目やに

が出たりします。 

 

予防方法は石けんと流水での手洗いが重要です。眼を

触ったり、指を舐めたりすることも避けましょう。 

 

医師からアデノウィルスに感染しているといわれたときは、

他の風邪と同様で安静と水分補給が大切です。また他人

にうつさないよう配慮することが大切です。結膜炎で目やに

が出ると目を触りたくなりますが、そのような時には、ハンカ

チやタオルではなく、ティッシュなどの使い捨てのもので拭

き取り、すぐ捨てましょう。タオルなどは、家族と別のものを

使うようにしましょう。ウイルスは熱や消毒液で不活化され

ますが、目やにや唾液がたくさん付着したタオルは、洗濯

機で洗剤を使用して洗っても感染する場合があるので、分

けて洗うほうが無難です。有症状者や発病して日の浅い患

者の感染力は強いので、入浴の順番を最後にするといった

心配りも感染拡大予防に役立ちます。 

 

Makiko Whittaker 

School Nurse 

保健便り 
前ページの続き 



LEGOロボティクスクラブ (セカンダリー) 
KISTでは今年初めてLEGOロボティクスクラブを開講しました。

LEGOのマインドストームとNXTの機材を用い、生徒達は車を

始め、様々な乗り物などの機械工作を行う機械を得ました。そ

れぞれの課題において、生徒達は単にロボットを組み立てるだ

けでなく、マインドストームとNXTソフトウェアを用いてそれぞれ

のコマンドをプログラムします。プログラムには、ロボットがい

つ、どこで動くかの指示や、いつ特定のセンサー（触覚、光、

音、など）を起動するかの指示を組み込んでいます。LEGOロ

ボティクスの第1セッションが終わりに近づいていますが、すで

に、生徒が自身のロボットを設計し、生徒間のロボットコンテス

トを行うなど、来年度に向けて

クラブに新たな要素を導入す

ることを検討しています。来年

度は是非、LEGOロボティクス

クラブへに参加し

てみてください！ 
 
Andrew Tulk 
Club Leader 

Junior Author’s Club （エレメンタリー） 
なぜ、あえて生徒を ｢作家｣「作者｣と呼ぶのでしょう?私

たちはしばしばエレメンタリーで行える最良の事は「書く

喜び｣を生徒に感じてもらうことだということを忘れがちで

す。手跡、文体、そして句読点や文法をはじめとする書き

方を教えることはもちろん重要な要素です。しかし、生徒

達に書くことへの情熱や所有権を育成することには顕著

な学習効果があるのです。自分と、自分自身が書くもの

に自信を持っている生徒は書くことを厭わず、積極的に

書くことによって更に書くことが上手になっていきます。さ

らに重要なことに、生徒達が書くことに情熱を持っている

と、新しい言葉や考え、技術を積極的に使おうとし、その

ことによりさらに書くスキルが向上していきます。書くため

の準備・計画プロセスや校閲スキルを教えることは生徒

が書くための課程を理解する助けとなります。できるだけ

早い段階でこれらのスキルを生徒に植えつけることは、

彼らが将来的な学生生活を成功裡に送れるための一助

となります。書くことを厭い、それを喜びでなく重荷と感

じ、書くことへの所有権を持つことが出来ない生徒は、書

く喜びを知っている生徒と同様の学習を進めることは出

来ません。Junior Authors’ Clubでは書くことの喜びや、

計画性を可能な限り伝えるとともに、生徒自身が作家で

あり作者であるという意識を持ってもらえるように最善を

尽くしました。そして、できればこれから

の人生において、書く楽しみを味わい続

けていって欲しいと望んでいます! 
 
Jennifer Campbell 
Club Leader 
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クラブ活動のハイライト 



このK3リーディングクラブの始まりはArmina と 

Sophia (両者ともG10A) がエレメンタリーの低学年

（K1-K3）を対象とした奉仕活動をしたいと提案してく

れたことでした。二人の提案はMr Yoshihara にも持ち

込まれ、以前からK3のリーディング活動を行いたいと

考えておられたMr Yoshiharaの賛同を頂きました。そ

の後、ArminaとSophiaはこの取り組みへの賛同者を

募り、Mr YoshiharaよりK3の生徒達との関わり方に

関するトレーニングを受けました。この段階で活動は

生徒達が想定していたものより大掛かりになりました

が、彼らは最後まで熱心に取り組みました。彼らはエ

レメンタリーの信念である、必須の道具としての語学

の習得に必要な目標である、より多くの生徒が読書を

楽しむこと、に貢献しました。本活動の詳細について

は下記生徒のコメントをお読みください。MYP奉仕活

動の一環としてリーディングクラブに参加してくれた10

年生に感謝します！ 

 
Shun Nakade 
DP CAS and MYP Service Coordinator 
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K3 Reading Rascalsクラブ 
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こ の6週間数人のクラスメート

と参加していたK3リーディン

グ活動はとても興味深く、また意義

深いものでした。私たちは最初、この

クラブをどのように運営するか、取り

組みが成功するのかといった不安も

ありましたが、最初のセッションが終

わると、この活動の楽しさがわかりま

した。このセッションのいいところは、

実際に子供たちの進歩、それも楽し

みながらの進歩が目に見えるという

ことです。私はこれからもこの活動を

是非続けたいと思っていますし、他

の人たちにも、自分たちが興味を持

てる分野での奉仕活動を勧めたいで

す。 

Armina (G10A) 

毎 週金曜日の放課後に数名の

K3に本を読むことの出来る奉

仕活動はとても楽しいひと時でした。

私たちとの読書を楽しんでくれるK3

と一日を終えることが出来る金曜日

はとても充実していました。この活動

で責任を持って毎回のセッションに

参加することによって、私は自分の

責任感を発達させることが出来たと

思います。これは他の状況や場所で

も応用できる重要なスキルだと思い

ます。例えば、必ず参加し、課題を

完了しなければならないグループ

ワークなどでも役立つでしょう。その

他にも年をとるに連れて実生活でも

不可欠のスキルとなるコミュニケー

ションスキルのような重要なスキル

を身に付けることができました。来年

もこのような不可欠のスキルを身に

付けながら、熱心なK3生と読書する

機会を得られるこの活動に参加した

いと思います！ 

Sophia (G10A) 

普 段あまり接することのないK3の生徒への読み聞

かせはとても楽しい経験でした。彼らに読み聞か

せをすることはとても楽しく、また、彼らが自分たちで読

むことを聞くのはとても心温まる経験でした。最初は恥ず

かしがっていた、自分が担当した女の子が、回数を重ね

るごとに徐々に慣れてくれて、どんどんオープンな態度

で接してくれるようになったのが嬉しかったです。戸の活

動を通して、小さい子供たちとの接し方を学べたと思い

ます。自分には弟妹がいないので、小さいことのコミュニ

ケーションに慣れていないのですが、この活動のおかげ

でこれからは臆せずに話しかけられます。とても楽しい

経験だったので、来年もCASでこの活動を続けたいで

す。ただ、初めて小さい子供、特に疲れたり、退屈したり

している子供は制御不能なので、彼らに読み聞かせをす

るのは簡単なことではないと覚えておいたほうがいいで

す。活動では出来るだけ多くの本を読むようにしていまし

たが、自分の担当の子に選んでもらうと、たいていいつ

も “I SPY” を読むことになってしまいました。色々大変な

こともありましたが、それでもとても楽しい経験でした。小

さい子供と遊んだり、読み聞かせをしたりすることが好き

な人にはお勧めします! 

Kaili (G10B) 

こ の活動は本当に他のものでは

経験できないものを与えてくれま

した。たった6週間の活動でしたが、自

分にあるとは思わなかった様々なスキ

ルを磨くことが出来ました。小さい子供

たちの読書スキル向上を援助するだけ

ではなく、自分自身が大いに楽しみ、か

けがえのない思い出を作ることが出来

ました。この活動で私が得た最大のスキ

ルは忍耐力です。私はもともと忍耐力の

ある人間ではありませんが、この活動を

通して以前より少しは忍耐力が培われ

たと思います。子供たちはかわいらしく、

一緒にいてとても楽しい存在ですが、同

時にたいへんな思いも経験させてくれま

す。でも、この数週間で、小さい子供た

ちへの対処方法や常に冷静でいる方法

を学びました。そのほかに学んだこと

は、コミュニケーション力、指導すること

と、妥協することです。子供たちはよく“I 

Spy”のシリーズを読みたがりましたが、

これはあまり読むところがない本です。 

そこで、私は妥協点として他の（読むとこ

ろのある）本を読んだ後、最後の10分

を“I Spy”に宛てることにしました。この6

週間はすばらしい経験でしたので、是非

来年もこの活動を続けたいと思っていま

す! 

Radhika (G10B) 

こ の活動はいり色名面で楽しいもの

でした。まず、めったに接する機会

のないK3の子供たちと接し、読み聞かせが

できました。小さい子供と接するのはあまり

得意ではないので、全く新しい年齢層と協

働するスキルを伸ばすことができました。こ

れは今後様々な環境、例えば将来子供と

接したり、異なる年齢層と協働したり、教え

ることになった場合など、で活かされるスキ

ルです。是非来年もこの活動の継続を検討

します! 

Hiroya (G10B) 

子 供たちへの読み聞かせ活動は今年最も楽しかっ

た経験の一つです。K3の子供たちと簡単な絵本

や物語を一緒に読むだけでしたが、学習意欲の高い小

さい子供たちと接するのはとても心和む経験でした。活

動中の楽しく落ち着いた雰囲気はまさに週の終わりに皆

が必要としているものでした。私は、初めての人と接する

ときは柔軟に、臨機応変に対応することを学びました。こ

れは、これから更に多くの人と出会い、関わる事になる

私たちにとって重要になるスキルです。子供たちにまた

会いたいですし、新しいことを学びながら、多くの絵本に

触れることも出来るこの活動を、11年生のCASでも是非

続けたいです。 

Mirabelle (G10A) 

今 年の奉仕活動として、KISTのK3への読

み聞かせ活動に参加しました。この4週

間、子供たちと会い、彼らと本を通した交流を

することで、僕個人は確実に成長することが出

来ました。また、それだけでなく、新たなスキル

を得ることも出来ました。小さい子供たちとの

読み聞かせや、会話をすることで得るスキル

は近い将来、私たち全員が経験するであろうこ

とですから、早いうちに経験非しておくことは重

要です。これは非常に意義深い経験でしたの

で、来年も是非奉仕活動のひとつとして参加し

たいです。 

Marcus (G10B) 



KISTalk 

2015年3月11日に、またKISTalkを開催しました。

KISTalk は昨年もSRCが開催し、成功を収めたイベント

で、生徒が学校コミュニティと自由な意見を交換できる場

です。今年のKISTalkは4年前に日本を襲った3.11東日

本大震災 を記念して企画されました。9年生から11年生

の生徒達が地震にまつわる記憶や考え、意見を発表・共

有しました。今年の KISTalk も大成功に終わりました！ 

 

SRCメンバーとして学んだことは…? 

G 6BのSRCとして、私はSRCの組織と、SRCがどのように機能しているのか、そしてどれだけ学校の向上のため

の働きをしているかを学びました。また学校内のいくつかの問題点と改善策についても知りました。学校改善のた

めの試みを実施した後は、とても嬉しくなります。また、他の学年のSRCメンバーとの交流も楽しかったです。SRCに所

属したことで、クラスの代表として物事に責任を持ち、時間を賢く使うことを学びました。 Aditya (G6B) 

S RCの一員であるということに私は不安な気持ちを抱いていました。でも、会議では皆とても優しくて、必要なときに

いつでも手を差し伸べてくれました!会議では新メンバーの私には分からないこともあります。でも皆が色々説明して

くれたのでとても嬉しかったです! 色々な役割を果たすことで私の責任感も向上したと思います。会議では私もメンバー

の一員だと思うことが出来ましたし、皆で私を笑わせてくれました! SRCのメンバーでいられてとても楽しかったです！！ 

Saki (G6A) 

私 は2年間SRC活動からたくさんのことを学びました。私がSRCから学んだ最も大切なことは自律心を持つことで

す。最初は毎週金曜の放課後に集まってダンスの企画をしたりするのは大変でした。全てが最初はとても難し

かったです。それでも私は役割を果たさなければならない仕事としてではなく、自らの楽しみと貢献と考え、続けることが

できました。 Arya (G12A) 

K IST SRCのメンバーとして、2年間を過ごしました。最初は初期、次はクラス代表としてです。ここではたくさんの経

験をしました。今、私はメンバーでなければ得られなかった経験やスキルを数多く身に付けることができました。

例えば、学生としてのリーダーシップ、コミュニケーション能力、実務的な問題解決能力などです。学校をより良く、生徒

にとってより心地良い場所にしようと努力する生徒集団の一員であれたことを誇りに思っています。 Prakhar (G12B) 

ク ラス代表として1年、役員として2年間をSRCで

過ごしたことは文字通り自分の世界観を変える

経験でした。正直、SRCに参加するまでは自分もその3

文字の表す意味も知らず、SRCは役立たずで、つまらな

いと揶揄する典型的な野次馬でした。自分自身、よくい

るうるさくて目立ちたがり屋なクラス代表を困らせるタイ

プの男子生徒でした。でも、友人で、今年一緒に卒業す

る現会長に強引に誘われてSRCに参加することになっ

てから自分がどれだけ多くのことを学び、メンバーである

ことを楽しんだかはこの短い記事では伝えきれません。

今から10年後、SRCでの詳細な活動は思い出せないで

しょう。でも、一緒に活動した仲間たちや、共有した小さ

な、けれどかけがえのない瞬間、そしてSRCへの感謝

の気持ちは決して忘れることはないと確信しています。 
Tatsuya (Treasurer) (G12B) 

Biblio 

2015年4月17日にKIST SRCは最初のビブリオバトルを

開催しました。簡単に説明すると、ビブリオは本の紹介を

行う競技です。生徒達はセカンダリー全体に対し、5分の

制限時間内でお気に入りの本を発表します。これに続

き、聴衆は最も良かったと思う発表に票を入れます。今年

のビブリオの優勝者はLaura Hillenbrand のUnbrokenを

紹介した Sara（G9A）でした。KIST初のビブリオは好評

でした! 

THANK YOU FOR AN 
AMAZING YEAR! 
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最新のISTAA スポーツ情報 
ハイスクールの男女バスケットチームの皆さん、今シーズ

ンも素晴らしい成績で終了し、新たな優勝を学校にもたら

したこと、本当におめでとう！！ 

 

今年度で卒業を迎えるチームメンバーKeerti、Mikio、

Salam そしてRei。皆さんの将来に幸多からんことを願い

ます！！ 

 

ミニバスケットチームも、おめでとう！ISTAAトーナメント

では素晴らしい成績を収めることができました。チームは

2015年度の試合で2位という好成績を収めました。 
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ハイスクールの男女フットサル

チームはどちらも5月30・31日の

ブリティッシュスクール昭和キャン

パスでのタイトル戦をもって、

ISTAAシーズンを好成績で終了

しました。以下、U18フットサル

コーチからのコメントです。 

女 
子フットサルチームの皆さん、とても楽し

く、好調なシーズンを送ることができました

ね、おめでとう！今年は私にとって初めて

コーチとして過ごすシーズンでしたが、皆さんの持つ

スキルだけでなく、互いを助け合い、協力し合う皆さ

んの姿勢に感銘を受けました。チームには7・8・9・

10・11・12年のメンバーがおり、そのすべてがチーム

に貢献し、互いに励まし合っていました。私は特に新

規加入の7・8・9年生の存在を嬉しく思っています。彼

らの多くにとってフットサルは初めての経験で、その

彼らが見せた進歩は瞠目すべきものでした。また、

年長の、経験豊富な生徒たちは彼らがチームにとけ

込む手助けをしてくれました。その彼らが、今では来

年の主力メンバー候補になっています。来年も是非

引き続き彼らと素晴らしいシーズンを送りたいと思っ

ています。シーズンを通して皆さん全てが示してくれ

た献身、信頼、努力、スポーツマンシップに感謝しま

す。このような素晴らしいアスリートの集団をコーチで

きたことを嬉しく思います。みなさん、「よくできまし

た」 
 
Campbell Boyd 
Girls U18 Futsal Coach 

次のページに続く 



スポーツ賞 
 

U14 女子最優秀選手 

Asami (G8B) 
- U14 ISTAA Girls Volleyball Team Captain 
- U14/18 ISTAA Girls Basketball Team 
Member 
2015 ISTAA Champions, Yokohama J/V 
Tournament Runners Up 
- U14/18 ISTAA Girls Futsal Team Member 

 

U14 男子最優秀選手 
Shin (G8A) 

- U14 ISTAA Boys Basketball Team Captain 
- U18 ISTAA Boys Basketball Team Member 
2015 ISTAA Champions, Yokohama J/V 
Tournament Champions 
- U14 ISTAA Boys Futsal Team Member 

 

U18 女子最優秀選手 

Megan (G11B) 
- U18 ISTAA Girls Volleyball Team Member 
- U18 ISTAA Girls Basketball Team Member 
2015 ISTAA Champions, Yokohama J/V 
Tournament Runners Up 
- U18 ISTAA Girls Futsal Team Member 
- SRC Sport Committee Leader 

 

U18 男子最優秀選手 
Motoi (G11B) 

- U18 ISTAA Boys Volleyball Team Captain 
- U18 ISTAA Boys Futsal Co-Captain 

 

女子最優秀卒業選手 
Keerti (G12B) 

- U18 ISTAA Girls Volleyball Team Captain 
- U18 ISTAA Girls Basketball Team Captain 
2015 ISTAA Champions, Yokohama J/V 
Tournament Runners Up 
- U18 ISTAA Girls Futsal Team Member 
- SRC Sport Committee Member 

 

男子最優秀卒業選手 
Rei (G12B) 

- U18 ISTAA Boys Basketball Team Member 
2015 ISTAA Champions 
- U18 ISTAA Boys Futsal Co-Captain and 
Player Coach 

 

 
 

KISTベースボール 

U -18 フットサルチームのシーズンはなかなか厳

しいものでした。開幕戦では勝利しましたが、

その後は勝利を収めることができませんでした。しか

し、多くの進歩を遂げることができました。例えば、選

手たちは様々な技術や戦略を学び、試合中も柔軟に

それらを使いこなす事が出来るようになり、チームと

しての一体感も生まれました。最終トーナメントでも

残念ながら勝つことはできませんでしたが、チームは

非常に熱く、相手チームを追い詰める素晴らしい試

合を展開しました。シーズン中熱心にプレイしてくれ

た選手全員に個人的にも感謝をささげたいと思いま

す。全員が決断力と忍耐力を発揮してくれました。私

は、このような素晴らしい選手たちと共に活動し、

コーチできたことを誇らしく思うとともに、来年度も活

動を継続できないことを残念に思います。次のシー

ズンのコーチが誰であれ、皆さんを私ができなかった

レベルに導き、成果を達成できることを願っていま

す。KISTで皆さんと関わる機会を私に与えてくださっ

たことに感謝します。 
 
Jude Ross 
U18 Soccer Coach 

今年、KIST野球チームは5月15日にセントメリー・イ

ンターナショナルスクールと親善試合を行いました。

最初のイニングでチームのバッター、Kenta、Jo、Hae 

Soo そして Hiromasaが相手チームのピッチャーをと

らえ、最初の3点をとりました。また、我がチームの

エースピッチャーKentaが、5イニングで8個のストライ

クを取りました。とても興奮する、素晴らしい試合でし

た。しかし、残念ながら、6番目のイニングで、7－6で

負けてしまいました。チームの皆さん、よくやりまし

た！！皆さんは素晴らしい努力と、スポーツマンシッ

プを発揮しました。 

 
Aki Nogami 
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Spring College Fair 2015 
3月21日に開催された第三回春の大学フェアに多数お越

しいただきましてありがとうございました。大学のブースを

訪ね、大学代表者の方から直接いろいろな情報を得るこ

とができたのではないかと思います。今年も日本、アメリ

カ、イギリス、オーストラリア、シンガポールなど世界各国

から23大学から30名以上の代表者（教授、アドミッション

担当者、同窓生、現役大学生）の方々が参加されました。

大学代表者の方たちは当校の生徒、保護者の方々が熱

心で、とても楽しかった、来年もぜひ来たいですと皆さん

おっしゃってくださいました。今年もPTAにはフェア後のレ

セプションの準備をお願いし、美味しい軽食と飲み物を用

意していただきました。ありがとうございました。来年の

KIST Spring Fair 2016は2016年3月21日です。ぜひ今

からカレンダーにしるしをつけておいてください。 

 

2015年度卒業生大学合格実績 
今年もすばらしい年になりました！2015年の卒業生29名

のうち、在学中に24名が大学に出願し、世界中の66大学

から92の合格をいただきました。（大学リストは次ページ

をごらんください）。まだ、結果を待っている生徒や、卒業

後にオーストラリアやアジアの大学に出願する生徒、また

ギャップイヤーを選択した生徒もいます。 

 

おめでとうございます！皆さんのますますの成功と活躍

をお祈りしています。 

 
Mrs Keiko Okude 
College Guidance Counselor 
keiko.okude@kist.ed.jp 

卒業生ニュース 
Shreya Deshmukh（Class of 2011）がこのほど、ボストン大学の

Trustee scholar（全額奨学金付与生）としてボストン大学のKilachand 

Honors Collegeを卒業し、バイオメディカルエンジニアリングの学位

を‘magna cum laude’ （優等）で取得しました。彼女は4年間8学期間

（！）ずっと優等生名簿に載

り続けました。またNational 

Engineering Honor Society 

‘Tau Beta Pi’ と National 

Biomedical Engineering 

Honor Society ‘Alpha Eta 

Mu Beta’ のメンバーにもなり

ました。マサチューセッツ工

科大学とスタンフォード大学

の博士号コースに合格し、今

年9月からスタンフォード大学

でバイオエンジニアリングの

修士・博士ジョイントコースに

進学します。 
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Bangor University 

Durham University 

Glasgow School of Art 

Imperial College London 

Kings College London 

Lancaster University 

Leeds College of Art 

University of Aberdeen 

University of Bath 

University of East Anglia 

University of Edinburgh 

University of Essex (2) 

University of Exeter 

University of Kent 

University of Leicester 

University of Manchester 

University of Nottingham 

University of St Andrews (2) 

University of Sussex 

University of Warwick 

University of York (2) 

 

Amsterdam University College 

University of Utrecht College 

 

Academy of Art University 

Birmingham Southern College* 

Boston University* 

Brandeis University 

Brown University 

California College of Arts (2) 

California State University, Long Beach 

California State University, Los Angeles 

Columbia University 

Florida Institute of Technology* 

Fontbonne University 

George Washington University 

New York University 

North Carolina State University (2) 

Northeastern University* (3) 

Occidental College 

Pacific Lutheran University* 

Pennsylvania State University 

卒業生大学合格実績 

Pratt Institute 

Princeton University* 

Rensselaer Polytechnic Institute  

Savanah College of Arts* (SCAD) (2) 

School of the Arts Institute Chicago 

Stanford University 

Stevens Institute of Technology* 

University of California (UC), Davis 

University of California(UC), Santa Barbara 

University of Illinois at Chicago 

University of Massachusetts Amherst* (2) 

University of Minnesota Twin Cities 

Virginia Polytechnic Institute and State University 

(Virginia Tech) (2) 

Webster University 

Whitman College 

Worcester Polytechnic Institute (2) 

 

University Of British Columbia (UBC) (6) 

University of Toronto (4) 

University of Waterloo 

 

International Christian University (ICU) (4) 

Nagoya University 

Sophia University (4) 

Waseda University SILS 

 

 

 

Hong Kong University of Science and Technology* 

 

 

 

Yale NUS College* 

KIST 2015年度 

UK 

EU 

USA 

CANADA 

HONG KONG 

SINGAPORE 

JAPAN 
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Rio Kate BradleyはKISTの2014年度卒業生で、現在米国

のBoston Collegeの総合文化優等学位プログラムで学んで

います。 

私は大学の初年度のことを深く考え

てはおらず、事前の準備もあまりしま

せんでした：チケットを用意して、浴室

用スリッパと新しいスーツケース、大

学で必要と思われる雑貨類を買っ

て、それで終わりでした。 

 

「まあいいや、どうせ出発は8月の終

わりだし」 

 

自分の出発日のことや家族と離れて

暮らすことになるということは意識し

ていました。入学許可証の後に貰っ

たもう一通の手紙で、私はボストンカ

レッジのHonors Programme（優等

学位プログラム）に入ることが出来た

と知らされました。私はとても満足で

した。高校での努力が認められたと

感じたのです。しかし、日本からマサ

チューセッツ、一度も行ったことがな

く、正しく綴れるかもわからない土地

に一人で行くのだという事実をなかな

か受け入れることは出来ませんでし

た。 

 

ローガン国際空港に到着したとき私

はやっと自分が人生の岐路に立って

いるのだと悟りました。それでも大学

どんなことが待ち受けているのかに

本当に意味で理解することは出来て

いませんでした。これまで3・4年毎に

数校への転校経験がある私は、（愚

かにも）大学が「他の学校」に過ぎな

いと考えていたのです。学習や課題

量、友達を作ることについては特に

心配していませんでした。友達を作る

のは簡単だと考えていたのです：すで

に色々な授業を履修することに

なっていましたし、オリエンテー

ションでも新入生の多く似合って

いました。そして共学寮に入るこ

とになっているのですから友達は

簡単に出来るだろうと思っていたので

す。 

 

しかし、授業初日にして同じクラスの

友達を作るのは非常に困難だと悟り

ました。講義やゼミの間は完全に教

授に意識を収集させています。ノート

をとるのも精一杯で、だれも講義中に

社交にいそしむことなど出来ないの

です。また、学部生だけでも9100人

いるキャンパスでオリエンテーション

であった人たちを見つけること自体が

困難でした。食堂、寮内、クラス内以

外で知った顔を見かけることが出来

るだけでも幸運といえるのです。大学

では新しい人たちに会うことは簡単で

も、友人関係を結び・それを継続する

ことは難しいといえるでしょう。もちろ

ん、だからといって友達を作ることが

出来ないわけではありません。私は、

これから3年の間にさらに親しくなると

確信できる素晴らしい友人を作ること

が出来ました。 

 

学習に関して言えば、初年度の第2

学期に二つの重要な事柄を学びまし

た。一つは自分の専攻や副専攻に関

係のない教科を受講すると考え方

（私の場合は生き方）が変わるという

ことです。「ロシア映画」を選択したこ

とで人生が変わりました。これまで私

は自称「映画恐」でした。私は映画と

は縁がなく、映画を見ることは2時間

を無為に過ごす快楽主義的な行為だ

と思っていました。ソビエト・ロシアの

作品を研究する講座を受講したこと

で、私は「ロシア狂・映画狂」になって

しまいました。この授業を受講しなけ

ればまだTarkovsky が誰か、彼がど

のような作品を作ったかを知らないま

まだったでしょう。次に、メンターを持

つことの重要性を学びました。「バル

カン半島におけるイスラムの変遷」の

教授は私のメンターとなり、私にスラ

ブ研究・東ヨーロッパ研究を副専攻と

するように薦めてくださいました。私

はこれまで自分がこんなに教授と親

しく関わることができるとは考えても

みませんでした。これら２つのスラブ

講座のおかげで私は現在スラブ研究

を副専攻としており、来年の夏はブル

ガリアを旅する予定です。私は自分

が新たに関心を持ったこれらの分野

が私のこれからの人生に大きな影響

を与えるだろうと確信しています。す

べてが順調に行けば、私は自身の経

済及び東ヨーロッパ研究の学位と知

識、を将来的な進路である学術界で

の研究で融合させたいと考えていま

す。 
 
Rio Kate Bradley 
Boston College 
Arts and Sciences Honors 
Programme 
KIST Alumnus “Class of 2014” 

2018年度卒業クラスの一部。 

ボストンカレッジのGasson Hall：キャンパスで最も愛されている建築で、

Instagramでもこの建物のハッシュタグ(#gassongram）が使われています。 

優等学生会（特待生会）の催し、ボストンにてバレエ・

クルミ割り人形を鑑賞。（左がRio） 
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ITニュース 

2015-2016年度生徒のラップトップの必要スペック及び無線LAN接続について 

KISTではMicrosoft Windows, Microsoft Office及びSharePoint Onlineを利用しています。教員と生徒が使用するパソコンの環境を揃え

ることによりスムーズな授業が行えると考えています。又、サポートに関しても充実させられることが出来ます。生徒が学校に自分の

ラップトップを持ち込んで使用する場合には下記の仕様を満たしていることが必須です。 

新９年生、については新年度(2015/8)が始まるまでにWindows Laptopを用意する事が必須となっています。(Apple製品および各種タ

ブレットについてはKISTの無線LANへの接続が許可されません)仕様を満たしている場合に限り１人が１台のラップトップを学校の無線

LANに接続する為の登録を受け付けます。又、ラップトップ固有の情報を登録するので持ち込むラップトップが変わった場合には再度

登録が必要があります。 

2015-2016 年度生徒のラップトップの必要スペック 

持ち込み対象 新9年生-新12年生の生徒は毎日ラップトップとアダプターを持って登校 

登録対象生徒 
新9年生 
2015年度から編入する新10年生.、11年生、新12年生 
現在登録済みの生徒で登録パソコンを変更したい場合 

ハードウエア 
Windowsがインストールされたハードウエアに限ります。 
登録出来ないデバイスはApple製品及びタブレット（メーカー問わず）。 

ハードウエアの最

低基準 

プロセッサー速度: 2.0 GHz 以上 ハードディスクの空き容量: 16GB以上 

RAM: 2GB以上 画面サイズ: 13 インチ 以上 

ビデオメモリ: 512MB以上 バッテリ: 4 時間以上 

無線LAN: 必須  

オペレーティング

システム 

Windows 8.1英語版 
他のバージョンのWindowsを使用している場合には学校の所有している生徒用のアップグレードライセンスを使

用してWindows 8.1Enterpriseへアップグレードが出来ます.(但し、使用しているパソコンによってアップグ

レードが出来ない場合があります。) 
英語版の以外のWindows が動いている場合には忘れずにEnglish Language Pack をインストールしてくださ

い, free via Windows Control Panel 

ウイルスチエックソ

フト 
現在有効なNorton 360  (英語版のみ） 

マイクロソフト 
オフィスソフト 

マイクロソフトオフイス 2013 Professional. KISTの生徒は在学中に限り無料で使用可能。 

         

Word Excel 
Power 
Point 

OneNote Outlook Publisher Access 
Skype 

for 
Business 

OneDrive 
for Business 

インタネット 

ブラウザー 
MicrosoftインタネットエクスプローラーとFirefoxのみ (最新版) 

追加 

インストール 
追加ソフトウェア一覧 (http://www.kist.ed.jp/node/328) 

無線LAN利用の手順 

 

学校の無線LANを利用するには以下の手順が必要です 

使用したいラップトップパソコンが上記の仕様を満たしていること 

必要とされているソフトウエアがすべてインストールされていること 

ノートパソコン登録フォームを提出する 

IT Officeで登録情報に間違えがないかのチェックを受ける 

 

登録は生徒１名につき１台までとなり、ラップトップパソコンごとに必要となります。万が一修理等で一時的に別のノートパソコンを持ち込

んで使用する場合にも上記の手順に従って登録することが必要です。 

ご質問等はITオフィスまでお願いします。 
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過去3年の状況では先生が学校で用意したLaptopを使用して作成した課題がMac OSで動作しなかったという事がありま

した、スムーズに授業を進めるためにKISTではWindowsのハードウエアのみ使用許可することになりました。 

http://windows.microsoft.com/en-us/windows/language-packs#lptabs=win8
http://us.norton.com/360
http://www.kist.ed.jp/node/328
http://www.kist.ed.jp/node/328
http://www.kist.ed.jp/node/326
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Friday, June 5 
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